
具体的対応方針の合意に向けた取組

・平成２８年５月以降、病床の転換・廃止を行っていない医療機関で、病床を再編すると回答した医療機関は０。

〇令和４年度に実施したアンケート結果
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令和６年３月会議
・病床数に対して非稼働病床が突出して多い医療機関以外については合意。
※ただし、急性期病床にあっては、急性期(救急拠点型)、急性期(地域密着型)に整理後のそれぞれの役割を担う医療機関に限る。

○令和５年７月、令和６年３月の会議では以下の医療機関について合意した。

・令和６年内にヒアリングを実施後、令和６年度冬の調整会議での具体的対応方針の合意を目指す。

〇２０２５年に向けての課題は残る

・必要病床数に対して病床過剰（＋５５７）。
・非稼働病床が４４４床。
・回復期病床の不足（△６５３）。

【資料１－２】

○具体的対応方針の確認ができていない医療機関については、今後の病床の方針についてヒアリングを実施。

令和５年７月会議
・未合意の医療機関のうち、病床機能報告で回復期のみと回答している医療機関については合意。
・未合意の医療機関のうち、地域として合意すべきと判断した医療機関については合意。(分娩を取り扱う病床や重心病床)

これまでの取組

今回の取組



具体的対応方針を合意した医療機関

〇令和６年８月の会議までに以下の医療機関については合意済

〇今回、未合意の１０医療機関(病院２、診療所８)にヒアリングを実施。
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非稼働病床の状況①
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非稼働病床の状況②
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具体的対応方針未合意医療機関一覧
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№ 医療機関名 病床機能 非稼働病床割合

1 向陽病院
急性期

慢性期
３割以上

2 古梅記念病院 急性期 ３割以上
3 オリオン 慢性期 ３割以上
4 こうざき産婦人科 急性期 ３割以上
5 岩橋産科婦人科 急性期 ３割以上

6 前田外科 休棟 ３割以上

7 青木整形外科 休棟 ３割以上

8 かわばた産婦人科 休棟 ３割以上

9 眼科松本クリニック  休棟 ３割以上

10 塩﨑医院 休棟 ３割以上



ヒアリング結果
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ヒアリング結果
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【参考】都道府県知事の権限
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